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確かにヘルプマ－クだけでは、いざという時にどのような支援が必要なのかがわからないので、
誰が見ても分かる「こんな支援が必要」のバッヂがあれば良いと思います。

審査員コメント

人間は、自分が持っているものさしや自分が見えていることでしか世界を測れないこ
とがよくある。その為に、妊婦さんはまだ妊娠初期の頃は誰も気づかない故、電車や道
でしんどさがわかってもらえず嫌な思いをしたり、万が一意識を失った時にすぐに妊娠
だと気付いてもらえるように『マタニティマーク』のキーホルダーを持っている。また、コ
ロナが流行し始めた時、何らかの事情でマスクが着けられない方が誹謗中傷されると
いう事例もあった。その為、『持病でマスクが着けられません』などのキーホルダーや缶
バッチを付けておられた。
その様な事を踏まえ、『白杖を持っているのに携帯を見たり新聞を読んでいるのはど

ういった事だ』などという心無い声をぶつけて来られて嫌な思いなどが少しでも減るよ
う『視野が狭いです』や『真ん中が見えにくいです』などイラスト付きで伝わるように缶
バッチやキーホルダーを作成するのは良いのでは無いかと考える。『ヘルプマーク』だけ
では、そのマークが持っている意味が多過ぎて気付いてもらえないかもしれない。その
缶バッチを見ても何も変わらない人もいれば、視野が狭いとは？等と調べたりし、沢山の
眼の病気があること知って考え方を変えてくれる人もいるかもしれない。
そうすれば、色んな人にとって息がしやすい世界に少しだけ変えることができるかも

しれないと思った。

立岡　早苗
視能訓練士養成校 学生

マークで世界を広げよう！！
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視覚障害者マーク

視覚障害者の外部講師の方の授業で、会社では視覚障害であることが認知されてい
るにも関わらず、実際の業務では顧客に対し視覚障害者であることを伏せて介護業務に
あたらなければならず苦労されたというお話を伺い、そのお話からマタニティマークの
ような世間一般的に浸透した、周囲の人が一目みてそのマークの方がどのような障害が
あるのかがわかるアイテムがあればいいなと感じました。
白杖や盲導犬、カラーレンズのメガネを装用している方のように外見ですぐに判断で

きるような方ばかりではない視覚障害の方、それらを用いない方、外出時にそういった
目立つものを使用することに抵抗がある方でも安心して働き、過ごすことができる環境
を周りの方と一緒に整えていけるきっかけになるのではないかと考えます。具体的に
は、働く際には腕章のようにどこからでも見ることができる位置に装着し、安全面の配
慮などをおこなうことができます。日常的には鞄につけるなどして、周囲の人にのみ公
開できるようにして、気づいた人が電車の座席などのケアができるようなものがあれば
いいなと思いました。

審査員コメント
障害者の方が、初対面の方にいちいち自分に障害があることを説明しづらいですね。万国共通の
マ－クがあれば、お互いが理解しやすいように思います。

三谷　まりん
大阪医療福祉専門学校　視能訓練士学科一年制学生
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